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サイプレスはインフィニオン テクノロジーズになりました
この表紙に続く文書には「サイプレス」と表記されていますが、これは同社が最初にこ
の製品を開発したからです。新規および既存のお客様いずれに対しても、引き続きイン
フィニオンがラインアップの一部として当該製品をご提供いたします。

文書の内容の継続性
下記製品がインフィニオンの製品ラインアップの一部として提供されたとしても、それ
を理由としてこの文書に変更が加わることはありません。今後も適宜改訂は行います
が、変更があった場合は文書の履歴ページでお知らせします。
 
注文時の部品番号の継続性
インフィニオンは既存の部品番号を引き続きサポートします。ご注文の際は、データシー
ト記載の注文部品番号をこれまで通りご利用下さい。
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FM4 S6E2CCシリーズ外部メモリプログラマ 

 

対象製品：FM4 MCU S6E2CC 
  

このユーザーマニュアルでは、FMx MCUユニバーサルプログラマ (以降、PGMと呼びます) を使用して、Orion SKの

Quad SPIフラッシュメモリプログラミング用のオフラインプログラマとして機能する方法について説明します。 
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1 はじめに 

1.1 ドキュメントについて  

このユーザーマニュアルでは、FMx MCUユニバーサルプログラマ (以降、PGMと呼びます) を使用して、Orion SK

の Quad SPIフラッシュメモリプログラミング用のオフラインプログラマとして機能する方法について説明します。 

1.2 オフラインプログラマについて 

オフラインプログラマを使用すると、ユーザーは、実装されたメモリチップを実際の最終製品から取り外すことなく、

ソフトウェア制御でボード上の外部メモリを更新できます。 

1.3 FMx MCUについて 

Spansionの FMマイクロコントローラは、最新の Arm® Cortex™標準コア (M4、M3、M0+、R4) を組み込んでおり、

幅広い産業および民生用アプリケーションに最適な製品を提供します。スケーラブルなプラットフォームは、ピン数

の少ない、低消費電力のマイクロコントローラから、豊富な周辺機器のセットを備えた高性能製品まで多岐にわたり

ます。 

◼ 卓越したパフォーマンス 

◼ 機能安全 

◼ 高性能フラッシュメモリ 

◼ 高度な周辺機器 

現在、FM3ファミリには 13種類の MCUがあります。FM4の場合、タイプ番号は 4で、FM0+は 1です。これらす

べての異なるタイプのMCUには、3種類のフラッシュ構造があります。メイン、デュアル、メイン+ワークです。こ

れにより、お客様はフラッシュの構造に応じて、アプリケーションに適した MCUを選択できます。 

Orionは、FMx MCUの 1つのタイプの FM4 MCUです。 
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1.4 プログラマ機能 

このプログラマの主な機能は次のとおりです。 

1. Orion SKで Quad SPI Flashプログラミングをサポートします。 

2. プログラムインターフェース：SWD。 

3. ストレージメディア：SDカード。 

4. ワンキー操作。 

5. オプションの電源：USB / DC入力/バッテリー。 

6. 3つの LEDによるステータス表示。 

7. プログラミングファイルの動作は、PCから出力される構成ファイルによって制御されます。 

2 部品 

PGM全体には、ボードと PCツール (メモ帳) が含まれます。 

2.1 PGMボード 

ボードは、ターゲットボードを操作するためのハードウェアメソッドを提供します。 

システム全体のアーキテクチャを以下に示します 

図 1. PGMアーキテクチャ 
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インターフェースを以下に示します。 

図 2. PGMインターフェース 

 

UART:  

4 ピンインターフェース。このインターフェースは、非同期プロトコルを介してターゲットボードをプログラムする

ための通信インターフェースとして機能するために使用できます。 

SWD1:  

20ピンインターフェース。このインターフェースは、SWDプロトコルを介してターゲットボードをプログラムする

ための通信インターフェースとして機能するために使用できます。 

SWD2:  

6ピンインターフェース。機能は SWD1と同じです。 

USBH:  

USB ホストソケット。ターゲットファイルを含む USBディスクは、このインターフェースを介して PGMに接続で

きます。 

USBF:  

USB デバイスソケット。電源に使用されるか、CMSIS-DAP のデバッグインターフェースとして機能します (まだサ

ポートされていません) 。 

SWJ:  

PGMのデバッグに使用されるシステムデバッグインターフェース。 

SDIF:  

SD カードソケット。ターゲットファイルを含む SD カードは、このインターフェースを介して PGM に接続できま

す。SDSCおよび SDHCカードをサポートします。 

電力出力: 

DC電源出力を提供します。 
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ジャンパーについては、以下の表で説明しています。 

表 1. ジャンパーテーブル 

ジャンパー 機能 設定 

J1 JTAG電源出力 オープン：CN4-19からの電力出力なし 

閉じる：CN4-19からの電力出力 

J2 バッテリー/ USB入力選択 右：バッテリー入力 

左：USB入力 

J3 外部電源電圧の選択 右：直接外部電源入力 

左：外部入力電源を 3.3Vに調整 

J4 USB入力電圧調整 オープン：入力電圧が 3.3Vの場合 

閉じる：入力電圧が 5Vの場合 

J5 モードピン オープン：通常の実行モード 

閉じる：BIコード実行モード 

J7 機能ピン オープン：UARTプログラムモード 

閉じる：SWDプログラムモード 

電源電圧 

PGMは次の方法で駆動できます。 

USB：J2→右 

バッテリー：J2→左 

電圧の選択： 

1. 3.3Vを使用 

 USB (5V) /バッテリー (4.5V) 入力 

 J2→右/左 

 J3→左 

 J4→閉じる 

 J5→オープン 

2. 5Vを使用 

 USB (5V) 入力 

 J2→左 

 J3→右 

 J4→オープン 

 J5→オープン 
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2.2 構成ファイルの形式 

構成ファイルは、Orion SKで Quad SPIフラッシュを操作するためのガイドラインとして PGMによって使用されま

す。 

形式は次のとおりです。 

ファイル番号 

ファイル 1の名前 

ファイル 1サイズ 

ファイル 1開始位置 (ブロック番号) 

ファイル 1ブロック数 

ファイル 1チェックサム 

ファイル 2の名前 

ファイル 2サイズ 

ファイル 2開始位置 (ブロック番号) 

ファイル 2ブロック数 

ファイル 2チェックサム 

次の内容のサンプルファイルを確認してください。 
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以下に注意してください。 

◼ プログラミングファイルの最大数は 5です。 

◼ ブロック 0はプログラミングデータ領域として使用できません (ファイル開始位置として 0を使用しないで

ください)。 

◼ ブロック 127はプログラミングデータ領域として使用できません (ファイルの内容をブロック 127と重複さ

せないでください)。 

◼ ファイルのチェックサムを生成するには、いくつかのチェックサムツールを使用してください (0xaaモード

で入力してください)。 

◼ 構成ファイルの最後の行の後で Enterキーを押してください。 

◼ ファイル名は 8.3ファイル命名規則に従う必要があります。 

最大ファイルサイズは 8257536未満にする必要があります。 

4 

421Main1.bin 

1055493 

1 

17 

0x55 

421Main2.bin 

1055494 

18 

17 

0x66 

421Main3.bin 

1055495 

35 

17 

0x77 

421Main4.bin 

1055492 

52 

17 

0x88 

 

http://www.cypress.com/


 

FM4 S6E2CCシリーズ 外部メモリプログラマ 

www.cypress.com 文書番号: 002-31590 Rev. ** 7 

TRANSLATED BY COMMUNITY 

3 運用プロセス 

3.1 SWDプログラミングプロセス 

ユーザーは、SWD 通信インターフェースを介してターゲットボードをプログラムできます。操作手順は次のとおり

です。 

1. ダウンロードするファイルを準備 

ユーザーは最大 5つのファイルを準備して、ダウンロードして SDカードにコピーできます。 

2.       program.iniファイルを書き込む 

2.2構成ファイルのフォーマットに従って、SDカードにコピーしてください。 

3.       ハードウェア接続と設定 

電源とジャンパー設定 

USB (5V) 電源入力 

J1：クローズ 

J2：左 

J3：左 

J4：オープン 

J5：オープン 

J7：クローズ 

バッテリー (4.5V) 電源入力 

J1：クローズ 

J2：右 

J3：左 

J4：オープン 

J5：オープン 

J7：クローズ 

通信回線 (SWD) 接続 

SWD1 (ピン番号)： 

ピン 2 (ユニバーサル PGM) → GND (ターゲットボード) 

ピン 7 (ユニバーサル PGM) → SWDIO (ターゲットボード) 

ピン 9 (ユニバーサル PGM) → SWDCLK (ターゲットボード) 

ピン 19 (ユニバーサル PGM) → Vcc (ターゲットボード) 

SWD 2 (ピン機能)： 

GND (ユニバーサル PGM) → GND (ターゲットボード) 

TMS (ユニバーサル PGM) → SWDIO (ターゲットボード) 

TCK (ユニバーサル PGM) → SWDCLK (ターゲットボード) 

VCC (ユニバーサル PGM) → Vcc (ターゲットボード) 
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接続を次の図に示します。ライン (VCC/SWDIO/SWCLK/GND) を介してターゲットボードを PGMに接続します。 

図 3. ライン接続 

 

または、次の図に示すように、標準の 20ピンケーブルを使用できます。 

図 4. 20ピンケーブル 

 

SDカード挿入 

SDカードを SDソケットに正しく挿入します。 

動作 

ターゲットボードのモード 0ピンをハイに設定し、モード 1ピンをローに設定してください。 

 

ソケットに SDカードがない場合は、PGMの電源を入れてください。LEDは点灯しません。 

ソケットに SDカードがあり、SDカードに正しい program.iniファイルがある場合、3つの LEDが点灯します。 

ソケットに SDカードがあるが、program.iniファイルが正しくない場合、次の図に示すように LED1が点灯します。 
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図 5. ファイル異常エラー 

 

SDカードが挿入されていて、ターゲットファイルが正しい場合、LEDステータスは次の図のように表示されます。 

図 6. 正しいファイル 

 

LEDステータスが上記のようになっている場合 (すべての LEDがオン)、ユーザーは 'Op'キーを押してターゲットボ

ードのプログラミングを開始できます。 

結果とステータスの確認 

プログラミングプロセス中、LED3のステータスは次の図のようになります (LED3がオン)。 

図 7. プログラミング 

 

プログラムが成功すると、LEDステータスは次の図のように表示されます (すべてオフ)。 
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図 8. プログラム OK 

 

または、LEDステータスは次の図のように表示されます (LED1がオン)。 

図 9. プログラムエラー 

 

 

もしエラーが発生した場合、ユーザーは program.iniをチェックして、フォーマット (チェックサム、サイズ、または

ユニット番号) を確認できます。 

 

4 メンテナンス 

なし 

5 参照文書 

SWD関連: 

IHI0031A_ARM_debug_interface_v5.pdf 

FM4関連: 

4_08-3_HS-QSPIcontroller_E_fromMB91590.pdf 

FM4F_S6E2CC Series_DS_E_Preliminary-.pdf 
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6 改訂履歴 

文書名: AN204471 – FM4 S6E2CCシリーズ 外部メモリプログラマ 

文書番号: 002-31590 

版数 変更内容 

** 
本版は英語版 002-04471 Rev. *Bについて、CYPRESS DEVELOPER COMMUNITYの参画者によって日本語に翻訳され

たドキュメントです。 

http://www.cypress.com/


 

FM4 S6E2CCシリーズ 外部メモリプログラマ 

www.cypress.com 文書番号: 002-31590 Rev. ** 12 

TRANSLATED BY COMMUNITY 

セールス, ソリューションおよび法律情報 

ワールドワイドな販売と設計サポート 

サイプレスは、事業所、ソリューションセンター、メーカー代理店、および販売代理店の世界的なネットワークを保持してい

ます。お客様の最寄りのオフィスについては、サイプレスのロケーションページをご覧ください。 

製品 

Arm® Cortex® Microcontrollers cypress.com/arm 

車載用 cypress.com/automotive 

クロック&バッファ cypress.com/clocks 

インターフェース cypress.com/interface 

IoT (モノのインターネット) cypress.com/iot 

メモリ cypress.com/memory 

マイクロコントローラ cypress.com/mcu 

PSoC cypress.com/psoc 

電源用 IC cypress.com/pmic 

タッチセンシング cypress.com/touch 

USBコントローラー cypress.com/usb 

ワイヤレス cypress.com/wireless 

PSoC®ソリューション 

PSoC 1 | PSoC 3 | PSoC 4 | PSoC 5LP | PSoC 6 MCU 

サイプレス開発者コミュニティ 

コミュニティ | サンプルコード | Projects | ビデオ | ブログ | 

トレーニング | Components 

テクニカルサポート 

cypress.com/support 
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予想できるような装置若しくはシステムのあらゆる構成部分をいう。Cypress 製品のあらゆる本目的外使用から生じ, 若しくは本目的外使用に関連するいかなる

請求, 損害又はその他の責任についても, Cypress はその全部又は一部をとわず一切の責任を負わず, かつ Cypress はそれら一切から本書により免除される。

Cypressは Cypress製品の本目的外使用から生じ又は本目的外使用に関連するあらゆる請求, 費用, 損害及びその他の責任 (人身傷害又は死亡に基づく請求を含む) 

から免責補償される。 

Cypress, Cypressのロゴ, Spansion, Spansionのロゴ及びこれらの組み合わせ, WICED, PSoC, CapSense, EZ-USB, F-RAM, 及び Traveoは, 米国及びその他の国

における Cypressの商標又は登録商標である。Cypressのより完全な商標のリストは, cypress.comを参照すること。その他の名称及びブランドは, それぞれの権

利者の財産として権利主張がなされている可能性がある。 
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